
２ 指導案例 ＜指導案①＞

「 」（本時７／１０）

(1) 本時の目標

・電気を安全に使用する方法について興味をもつことができる。 【関心・意欲・態度】

・定格電流の値と実際の生活場面を関連づけて考え，伝え方を工夫できる。 【工夫】

・配線器具を正しく使う方法を理解する。 【知識・理解】

(2) 準備

テーブルタップ各種，デジタル教科書，ワークシート①，②，ワークシートを拡大した

掛図，火災の発生する様子の動画資料，大型ディスプレイ

(3) 指導過程

段
学 習 活 動 教 師 の 支 援 ・ 評 価

階

１ テーブルタップの存在理由を考える。 ・「たこ足配線が危険」という常識と，

つ 「１２個口テーブルタップの存在」の

矛盾について考えさせる。

か ２ テーブルタップが原因で発生した火災 ・火災の発生する様子を動画で見せ，危

の事例を知る。 機感を抱かせる。

む ３ 本時の学習内容を知る。

たこ足配線は本当にダメなのか？

４ 配線器具の使い方について考える。 ・ワークシート①を配布する。

(1) たこ足配線の例が，安全か，危険か ・「たこ足配線は危険」ということは

を判断する。 知っていても，テーブルタップの説明

追 書の内容を確認しようとする人はほと

△４つの使用例は，「超危険」，「危険」， んどいない。扱う上で免許がいるわけ

「ぎりぎりでセーフ」，「安全」な使い でもない。「多分，大丈夫だろう」と

究 方です。それぞれの使い方を危険な いう安易な感覚ではなく，根拠を基に

順に並べましょう。 した判断ができるようになってほしい

(2) グループで話し合い，安全か危険か という教師の願いを伝える。

す の判断基準を見つける。 ・まずは，グループの一人ひとりの考え

を伝え合い，その後，互いの考えを比

較しながら考えさせる。

る ・製品の定格表示，使用する電気製品の

ワット数や，台数を基にした話し合い

になるよう促す。

ま
ず
は
自
分
の
意
見
を
も

つ
。
四
人
グ
ル
ー
プ
で
各

自
が
考
え
を
伝
え
あ
う
。

伝
え
合
う
こ
と
で
，
発

言
し
や
す
い
雰
囲
気
を
作

る
。



・判断基準の仮説を立てることができた

ら，他のグループにわかりやすく伝え

る方法を考えさせる。

(3) クラス全体で安全か危険かの判断基

準を伝え合う。

○ 各グループ代表者が，話し合い結果

を板書する。

○ 各グループの話し合いの結果を見 ・各グループの話し合いの結果や，出て

て，クラス全体で話し合い，火災を防 きた数字（電流の合計値，Ｗの合計値

ぐ方法を追究する。 など）を板書し，数字を基準に話し合

・ワット数の合計が多い順ではない いを進めさせる。

か。

・一番大きなワット数を持っているも

のなのではないか。

・製品表示の電流値が違うのが関係し

ているのではないか。

・つないでいる台数が関係しているの

ではないか。 ・グループでまとめられた意見を発表させ

・熱が出る電気製品が危険なのではな るのではなく，グループでの話し合いを

いか。 終えて，自分がもった考えを発表させる。

・ワークシート②を配付する。

５ 定格電流の計算方法を知る。

(1) 配線器具の定格表示と，銘板による ☆配線器具を正しく使う方法を理解する

消費電力の表示方法を知る。 ことができたか。

(2) 計算練習を行う。 （ワークシート②）【知】

振 ６ 本時の学習を振り返る。

り 「小学生にもわかるように」説明できる ☆定格の表示を実際の使用場面を想定し

返 ようにしよう。 て考え，伝え方を工夫できたか。

る （ワークシート②）【関】【工】
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ワット数の合計値や，テーブルタップの定格値

などを板書して，話し合いを進める。




